
速さと正確性、そして入力しやすいシンプルさ
設計現場が ADS-win ＆ ADS-BT を選んだ理由
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要望にギリギリまで応えるため

　三井住友建設は、その社名通り明治期創業の

歴史ある建設会社 2 社（三井建設、住友建設）

が 2003 年に合併して創立された準大手ゼネコン

である。三井グループ・住友グループの両方に属

する唯一のゼネコンとして、両グループの強みを

活かして国内外に幅広い実績を上げている。例え

ば土木ではプレストレストコンクリート橋梁の施工

実績が国内 No1 で、建築分野でもアウトレットパー

クの施工で国内 No1 の実績を持つ。そんな同社

の設計部門では ADS-win や ADS-BT を幅広く活

用している。具体的にどのような場面で、どんな

風に使われているのか、本店建築本部の建築設

計部門の皆様に伺ってみた。

　「当社設計部門には第一設計部から第三設計部

まで 3 つの意匠設計部があります。それぞれ扱う

建物が異なります。第一設計部は主に商業施設や

オフィス、大型物流施設を扱い、第二設計部はマ

ンションを中心に支店の支援業務も多く行っていま

す。そして、最後に第三設計部は特殊な工場など

生産施設や学校、庁舎やホール、廃棄物処理施

設等を設計しています」。そう紹介してくれたのは、

設計管理部で技術管理グループ長を務める近藤伸

之氏である。「今日は第一と第三設計部から実際

に ADS を使うアーキテクトを呼びました。どうぞ

何でもお尋ねください」。近藤氏に促されて、まず

第一設計部の玉利仁史氏に聞いてみた。

　「私は第一設計部で住宅以外の建築を担当して

いますが、ADS-win は天空率の検討で使うことが

多いです。特に入札企画のプロジェクトは、本当

に真っ白な敷地の状態からプランを考えていくこと

があるた め、ADS は 計 画 の初 期 の段 階 からボ

リューム検討に何度も使います。設計しながら “ボ

リュームはこれくらいかな？” とイメージを立ち上

げ、繰り返し法適合しているか確認していくんで

す」。もちろん斜線でクリアできれば天空率は必要

ないが、実際にはなかなかそうならない。「建て

る以上は容積率いっぱい建てたい！」「できるだけ

高い建物にしたい！」という要望を持つ施主が多く、

それにギリギリまで応えようとすれ ば、やはり

ADS-win による天空率の検討が欠かせないのであ

る。

　「一方、当初から概ねボリュームが決まっている

計画でもそのボリュームが法的に適合しているか

を確認する必要があり、やはり ADS-win を使って

天空率をチェックしていくわけです。また、総合設

計制度を利用し容積率の割り増しを検討する場合

は、建物と公開空地の配置計画が厳しく制限され

ます。最適な公開空地と建物形状のバランスを検

討した結果、斜線制限をクリアできない場合があ

るので、やはり天空率でそれをどうクリアするか繰

り返し検討しなければなりません。時には法的に

ギリギリでクリアするところまで詰めないといけな

い時もあります」。と玉利氏は苦笑いを浮かべる。

　

設計業務のポイントごとに集中的に使用

　続いて、工場など生産施設や学校、庁舎やホー

ル、廃棄物処理施設等、バラエティに富んだ建築

物を手がけている第三設計部から、プロジェクト

アーキテクトの田原正寛氏とアシスタントアーキテ

クトの原悠月氏にお越しいただいた。

　「第三設計部は多様な建物を扱いますが、新築

物件だけでなく改修や増築等の物件も多いので

す。ADS の運用についても、物件により様々な使
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ADS は入力もシンプルで、ちょっと入力すればパッと結果が出る
だから、繰り返し検証する業務で大きな威力を発揮しています
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い方をします。直近で取り組んでいるのはある企

業の社宅で、これは発注段階で既に日影チェック

が完了済みでした」。それならそのまま進めれば

良さそうなものだが、そう上手くは行かないと田

原氏は言う。計画が進むと「ここを広く取りたい」

「建物配置を動かしたい」など要請され、早々に

ADS-win を利用することになった。「もともと日影

が厳しい所でしたが、ADS-win で “あと何センチ

動かせる” と繰返し検討しました」。そう語った田

原氏には、また別のプロジェクトについて紹介し

ていただいた。

　「既存の建物を解体し、そこに新たに増築を行

うというプロジェクトです。計画は 2 期に渡る長期

的なもので、1 期当初の計画段階で、まだ計画も

行なっていない（ボリューム検討段階の）2 期分

を含めて日影をクリアしておく必要がありました。

当然、2 期分が建つ 3 年後を見据えて検討・検証

しておかなければならないわけで……。結果、こ

の時も集中的に ADS-win を使いました」。田原氏

によれば、こうしたプロジェクト初期段階はもちろ

ん、確認申請、実施設計とポイントごとに集中し

て使うことが多い。そして、各活用シーンで ADS

に求められるものも少しずつ違うと言う。

　「プロジェクト初期の段階はやはりスピード勝負

の面が強いし、確認申請や実施図の検証では精

度の高さや使い勝手も重要です」（田原氏）。裏

返せば、それらを兼ね備えているのが ADS という

ことになるだろう。この点には第一設計部の玉利

氏も同感のようだ。「ADS は入力等もシンプルな

んです。“ちょっと入力すればパッと結果が出る” っ

て感じで。繰り返し検証する業務で大きな威力を

発揮しています」（玉利氏）。

BIM の普及と共に ADS-BT も使用

　近年の BIM へ向う業界の流れと共に、三井住

友建設でも BIM 普及の取組みが進んでいる。近

藤氏によれば「まだまだ道半ば」とのことだが、

CAD に代わって Revit 等の BIM ソフトが使われる

物件も徐々に増え、これと共に Revit アドオンの

ADS-BT for Revit の活用も広がりつつある。

　「現状、BIM はお客様への提案等での利用が中

心ですが、Revit でモデルを作り図面を描く手法が

本格化すれば、いちいち ADS-win で検討しなくて

済みます。Revit の 3D モデルで ADS-BT for Revit

を使い天空率も斜線も日影も確認できるようにな

ると良いですね」（玉利氏）。

　「企画設計段階のプランニングには、建物はも

う Revit を使うようにしています。基本計画段階で

BIM モデルができていれば、施主にビジュアルで

見せられ断然伝えやすいのは確かですね。特に逆

日影などは “絵” をお見せして説明するとより理

解が深まるので、ADS-BT で Revit と連携させて

利用しています」（田原氏）。

　同社の意匠設計者にとって ADS 活用は当然の

事となっており、同社はその操作教育にも注力し

ている。入社 2 年目の原悠月氏も、入社後 1 年

も経たないうちに ADS を使う機会を与えられた。

　「私の場合は新規ではなく、完了済み物件の再

検証を半ば練習でやらせてもらった形です。学生

時代は日影の検討等ほとんどやってなかったので

基本からでしたが、操作自体はマニュアルを見な

がら先輩方に質問しながら独習で進めました。で

も ADS はとても使いやすく操作で困ることはな

かったですよ」。なお、近藤氏によれば設計部門

では年次ごとの教育研修のなかで、生活産業研究

所スタッフを講師に招き、入社 5 年目の意匠設計

者を対象に ADS 講習会を行っている。単なる操

作講習ではなく、日影規制や天空率について基礎

から学ぶ内容とのことである。
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